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て逆転写後にリアルタイムPCRで， chemokine（C-X-C motif）  receptor 1（Cxcl1），
Cxcl2，tumor necrosis factor-α（Tnf-α），interleukin-17A（ Il-17A），Il-10，forkhead box 
protein p3（Foxp3）のmRNA発現量を定量した．統計分析には，Mann-Whitney U検定，
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 論文内容の要旨（ 2000字程度） 
血液分析の結果，ベースライン時において，GFマウスよりも，SPFマウスの血液中
のCD4+T細胞数は有意に高い値を示した．また，SPFマウスでは，ベースライン時に
対してLPS塗布 3時間後のCD4+T細胞数が有意に減少した．  
GFマウスとSPFマウスともに，歯肉組織におけるCxcl1とCxcl2 mRNA発現量はLPS















において， Bifidobacterium属や Lactobacillus属は Treg細胞の発現誘導に関与し，
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